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サロン�

長崎支店・五島営業所・九州支店・佐賀営業所�

原稿作成から完成まで�
専門のスタッフが�
本づくりをサポート!

〒850-0875 長崎市栄町6-23�
昭和堂ビル2Ｆ�
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賑橋電停より徒歩2分�
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長崎県日蓮宗青年会は３
月３０・３１日、対馬において
元寇殉難者慰霊法要並びに
慰霊行脚を行い、会員１７名
が参加しました。これは、
前回の壱岐伝道に続き、元
寇古戦場にての慰霊法要と、
青年会ならではの布教は行
脚であると考え、今回の伝
道活動に至りました。また
時期を同じくして、対馬唯
一の日蓮宗寺院である国昌
寺様が庫裡落慶法要を執り
行われるという機会に遭遇
し、青年会も法要に出仕さ
せていただき、檀信徒と共
にお勤めさせていただきま
した。

３月３１日、強風・小雨と
いうあいにくの天気の中、
元寇殉難者慰霊行脚と法要
を行いました。元軍を迎え
討ち、壮絶な死を遂げた領
主・宋助国が葬られている
首塚で一読し、小茂田浜神
社へ向け行程数キロの行脚
を開始。道中、日蓮宗の行
脚を初めて目の当たりにし
て、合掌で迎えてくれる人、
何事が始まったのかと数人
で話をしている人と、様々
の人と出会い、玄題旗も持
てない程の強風にも負けず、
元寇殉難の諸精霊と沿道の
人々に届くよう高らかとお
題目を響かせ、殉難者を祀
る小茂田浜神社へ。特別に
拝殿に入堂させて頂き、そ
こで読経・修法を行い、皆
が心より回向し、その後、
小茂田浜で大海原に向かい
一読しました。
また、この伝道活動中、
国昌寺開山、不受不施派の
開祖日奥上人の草庵跡に参
詣する機会を得、唱題行脚

し、草庵跡の石碑の前で一
読しました。
人口３万８千人の対馬に
おいて、今般の青年会の伝
道活動に縁があった人はお
そらく少人数のことでしょ
う。しかしながら、この活
動を通じ、縁あった対馬の
人の心には必ず私達の思い
が届き、布教活動に繋がっ
たものと確信しています。
日蓮聖人と縁深い元寇も、
平成３６年に７５０周年を迎え
ます。今回の対馬伝道が一
過性ではなく、次世代へ伝
えるためにも継続していき
たいと思います。
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